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SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

K2K実験の前置検出器として導入されたSciBar検出器の特性を理解するため、実機で用いられている

ものと同一の検出器・読み出しシステムを用いて作った小型検出器を用いてπ／pに対する応答を測

定した。

SciBar検出器は断面が1.3x2.5cm2のプラスチックシンチレータの棒を積み重ねて作られているが、今回

は8本x32層を積み重ねて（各層はx-y-x-yと互い違いになっている）20cmx20cmx40cmの検出器を制作

し、ビームラインに置いた。検出器の手前にはTOF測定用のプラスチックシンチレータを設置した。

0.2-2.0GeVのビームを使い、π/pに対する光量、シンチレータ中のハドロン反応、dを用いたシンチレ

ータのクエンチングの測定を行った。

データは解析中であるが、今後SciBar検出器本体をもちいた解析を行う上で基礎となる重要なデータ

を取得することができた。

EX EC UTE D MA CH INE  TIM E,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

K0ラインのマグネット不調のため 3 / 5にビームがストップ、 3 / 1 2に再開された。

幸いにも T1ビームラインを使用するグループが他にいなかったため、再開後に予定

のビームタイムを消化することができた。その他はビームは順調であった。
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